
大切な人の命を守る
尿で測る





早期がんリスクを数値化 酸化ストレスを数値化
アミノ酸：ジアセチルスペルミン（DAIASｐｍ） 細胞ＤＮＡから発生：8-OHdG

活性酸素が原因の病気の早期発見

細胞の異常増殖で発生する代謝物を測定



がん細胞の特徴の一つである、細胞の異常増殖
に伴い、ポリアミンというアミノ酸の１種であ
るジアセチルスペルミン（DAIASｐｍ）の
尿中排泄量が増加することが発見されました。
ジアセチルスペルミンの排泄量を測定すること
で一般的測定では発見が難しいとされている
ステージ０～２のがんが発生しているリスクを
超早期で発見することができます。

食生活や生活習慣が悪いと、体内のさび付きが増え
てしまいます。これを酸化ストレスと呼び、身体に
ダメージを与える原因になります。酸化ストレスが
高いと、体から8-OHdGという物質が増えて尿に
排出される量も多くなります。尿中の8-OHdGの
量を測ると、体内での酸化ダメージの状態を知るこ
とができます。

全てのがんと活性酸素が原因のリスク発見



２･バーを引っ張り尿を絞る
１･スポンジに尿を吸収

４･専用アプリに情報入力

５･スマホで撮影

３･反応板に滴下

６･送信 ７･ＡＩ画像判定

＊約１０分

＊免疫反応
で着色

＊採尿専用容器

＊測定カード



翌日結果がメールで



実患者で腫瘍マーカ結果比較 某大学付属病院での測定結果

エビデンスによるデーターの裏付け



＊初めてのキット使用で、要注意の結果が出ました。
医師の勧めで大腸鏡の検査を行い、大腸に腫瘍が見つかり
すぐに摘出して病理検査ステージ１程度のがんだったことが
分かりました。

＊過去に膀胱癌の手術をした人で今回のキットを使って
測定した結果、通常より高い報告を受け、医療機関に
すぐ行き、膀胱鏡検査で米粒程度の癌が見つかり、
すぐに手術が決まり４日の入院で退院しました。

事例報告1



＊歌手堀江淳さんがキットを使用したところ
経過観察の結果が出ました。間を置き２回目の
測定を行ったところ正常の数値になっていました。
今後は定期的に測定して様子を見るとのことです。

＊会社の社長が従業員のために１０セットを購入、従業員に
配布しました。

＊有名なコンサル会社の代表が、１５０キットを購入して顧問先、
社員に配布しました。

＊医療機関で勧める施設が増えています。

事例報告２



Pstageで健康長寿

https://smartmi-platform.com/PSTAGE_RISK/User_Form.aspx?ID=f69f5
https://smart-mi.net/
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